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要旨： 

ウイルス感染症の制御が難しい要因の一つは、ウイルスが進化を通じて

その性質を急速に変化させる点にあります。COVID-19 パンデミックでは、

感染性や免疫逃避能を高め、適応度（流行拡大能力）を上昇させた変異株

が次々と出現したことで、流行の制御が困難となりました。ウイルスの進化

と流行のメカニズムを理解し、予測することが可能になれば、感染症の効

率的な制御につながると期待されます。 

本講義では、我々がこれまでに開発してきた、ウイルスの適応度・抗原

性・進化を予測する AI 技術を例に、バイオインフォマティクスや AI がウイル

ス感染症の制御にどのように貢献できるかを紹介します。  
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